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久米小学校の運動会

市民のうごき
市民憲章

(昭和55年9月30日現在) 郷土を愛し 、明るい市づく

人口 39，139人 +45 りにつとめる 。

0学校 ・家庭 ・社会の教育におい|
男 18，655人 +21 

て郷土を愛する心を培う 。

女 20，484人 +24 0市づくりの権利と責任が市民一

世帯数 11 ，823世帯 +5 人一人にあることをお互いに自

面積 240.93平方キロメートル
覚する。

昭和55年
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11月の納税

国民健康保険税

(第 4期)

軽自動車税

(随時)
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一
般

会
計

9月市議会

マ
・・・

マ
・•• 

マ
・・・

マ••• 
マ
・・
・

第
一
五
八
固
定
例
車
雲
は
九
月
十
九
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
士
百
聞
の
会
期
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
市
議
会
で
は
、
補
正
予
算
六
件
、
条
例
関
係
四
件
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
大
洲

市
企
業
人
云
計
決
算
の
認
定
、
そ
の
他
五
件
の
+
六
議
案
と
請
願
一
件
、
陳
情
二
件
が
提
出
さ
れ
、

議
案
に
つ
い
て
は
決
算
認
定
を
除
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ムムムムム

おお広報

整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど
を
重
点
に
予
算
の

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

今
回
、
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
六
月

議
会
以
後
に
事
業
の
具
体
化
を
み
た
も
の
、

財
源
の
確
定
を
み
た
も
の
を
中
心
に
生
活
環

段
の
整
備
、
農
林
業
の
振
興
、
消
防
施
設
の

補
正
予
算
三
億
七
、

j

八

一
万
円
を
追
加

し
て
、

A
7
年
度
の

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

億
八
、
六
七

一
万
円
と
な
り
、
前
年
同

/ 
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提案理由を説明する市長

則
と
比
べ
ま
す
と
十
三

・
四
%
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
お
も
な
内
存
は
l

i

l

-

-

民
生
費
で
は
、
同
和
対
策
代
と
し
て
じ、

バ
八
万
円

衛
生
費
で
は
、

k
須
戒
河
春
地
問
の
本
道
幣

備
的
に
ヒ

一
六
万
円
を
計
上
、
こ
れ
に
よ
り

卜

一
世
帯
川
卜
八
人
の
人
が
本
道
の
利
回
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
機
械
化
に
よ
る
出
作

業
の
効
率
化
を
図
る
操
業
機
械
広
域
訓
桃
山

進
事
業
伐
に
二
丘
八
万
円
、
農
業
機
械
十

「ふ

る
事
故
防
止
の
た
め
の
操
業
機
械
効
本
利
川

安
全
対
策
事
業
費
に
九

O
万
円
。
ま
た
、
山

村
地
域
定
住
促
進
事
業
と
し
て
、
存
判
(地
.K

か
ん
が
い
排
本
路
の
事
業
引
に
.. 、
じ
:
e
L
し

万
円
、
多
川
地
区
の
連
絡
辺
制
装
仁
い
下
山
川
に

托
九

O
万
円
な
ど
で
す
。

土
木
費
で
は
、
臨
時
地
点
辺
終
附
引
業
と
し

て
、
池
宮

・
日
森
線
改
良
に
.
、

.0
0
υ

円
、
香
川
線
改
良
に
八

O
O万
川
、
大
洲
-
-

H
U
線
他
八
線
の
舗
装
引
に
、

0
0
0υ
川、

ま
た
、
市
単
独
の
的
道
と
し
て
、
生
活
道
路

改
良
事
業
的
補
助
全
に

:.
0
0万
円
、
が
け

く
ず
れ
防
災
対
策
ト引業
と
し
て
、
パ
郎

a

E

a

区

ほ
か

4

-

地
一
同
で
じ
:
.
八
万
川
な
ど
、
大
洲
市

の
当
而
す
る
日
以
も
主
要
な
純
策
の

.
つ
で
あ

り
ま
す
道
路
の
税
制
に
九
、

.
0じ
万
円
を

川
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肱
川
以
下
排
本

山
町
改
良
事
業
伐
に
・

2
H
O
O万
円
。

消
防
費
で
は
、
防
火
点
附
法
投
山
川

(野
久
保

他
川
ケ
所
)
に
.
・
氾
:
、
八

0
0
.力
円
。
小

型
動
力
ホ
ン
フ
似
械
巾
-
ム
ハ
、
小
型
動
力
ポ

ン
フ
川
台
、
ホ
ン
フ
山
助
山
ド
ム
リ
の
備
品
購

}
¥
h
y
こ
.
、

-L
-
e

、J.J
1
2
0

J
ノ

J
i
l

l

-

f

」
1

ノいー

教
育
費
で
は
、
小
川
f
:
午
午
一を
対
象
に
郷
土

の
…
下
仰
の

F
引
と
し
て
い
る
「
ト八
洲
の
く
ら

し
」
の
改
訂
版
の
印
刷
代
に

.
μ
O万
円
。

J
片
山
山
門
助
仁
引
代
に
八
ヘ
JU
リ
。

J

J

j
ー

J

'

1

6
(

-|

災
害
復
旧
費
で
は
、
民
地
災
特
お
よ
び
農
業

川
胞
設
災
咋
の
白
川
引
に.• 

、
川
ド
ハ
O
万
円
。

特

別

会

計

間
い
初
本
辺
特
別
会
計
で
は
、
松
υ
山
寺
出
地
区

給
木
仁
ト
下
山
川
に
川

H
O
万
川
を
計
上
し
て
い

ま
す
c

こ
れ
に
よ
り
、
卜
じ
附
帯
パ
卜
人
の

人
が
本
近
の
利
川
を
交
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
r

大
洲
一
川
悦
ト
山
け
ん
事
会
計
で
は
、
山
間
山
内
川
沿
ハ
一(購

入
山
に
じ
0
0υ
川
で
す

大
洲
市
住
宅
新
築
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改

正
新
築
む
よ
び
改
修
白
人
収
の
貸
付
限
度
初
の

拡
大
を
阿

っ
た
も
の
で
す
。
什
川
七
新
築
資
金

の
貸
付
限
度
額
五
O
O万
円
を
五
五

O
万
円

に
、
住
宅
改
修
資
金
の
貸
付
限
度
額
二
五

O

万
円
を
二
七

O
万
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
国
民
宿
舎
条
例
の
一
部
改
正

環
境
庁
の
利
用
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
現

行
利
用
料
金
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。
大
人

宿
泊
料
一
、
九
O
O円
を
二
、
二
O
O円
に

小
学
校
児
童
一

、
四

O
O円
を

一
、
七

0
0

円
に
な
ど
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

神
山
諦
仁
(
四
十
五
歳

・
上
須
戒
)
再
任

大
槻
幹
雄
(
六
十
三
歳

・
大
洲
)
新
任

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

清
水
友
之
(
七
十
歳

・
新

谷

)

再

任

市
議
会
各
委
員
会
委
員
の
改
選

(
。
委
員
長

。
副
委
員
長
、
議
員
は
議
席
順
)

総
務
商
工
委
員
会

。
谷
間
重
夫

O
久
保
幸

一
西
田
善
生

木

元

秋

輝

稲

葉

究

明

米

沢
忠
重

建
設
農
林
委
員
会

。
竹
田
豊
記

(
V
柴
田
義
教

往
田
千
鶴
亀
上
回
安
範

岸
生
委
員
会

。
押
田
貞
義

Q
子
都
宮
敏
伯

什
石
丈
夫
柳
田
頼
幸

文
教
委
員
会

。
黒
出

一
郎

O
大
森
隆
雄

竹

田

伝

幸
崎
猶
行

決
算
特
別
委

μ会

。
上
回
安
範

Q
子
都
宮
敏
伯

大
野
新
策
尾
崎
寿
喜
男

橋
本
猶
範

城
ノ
戸
正
行

尾
崎
寿
喜
男

小
泉
紘
文

大
野
新
策

金
野
福
夫

黒
田

稲
葉

寄郎
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教
育
長
に
大
槻
幹
雄
氏

前
教
育
長
大
川
咲

一
郎
氏
が
、
十
月
二
日

を
も
っ
て
任
期
が
満
了
し
辞
職
さ
れ
る
こ
と

に
と
も
な
い
、
市

選
E

の
同
意
を
得
て
後
任

の
教
育
委
員
に
大
槻
幹
雄
氏
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
川
委
員
会

を
聞
き
、
後
任
の
教
育
長
の
互
選
を
行
っ
た

結
果
、
全
員

一
致
で
教
育
長
に
大
槻
幹
雄
氏

を
選
出
、

月
一一
百
付
で
、
県
教
育
委
員
会

就
任
に
あ
た
っ
て

こ
の
た
び
、
十
月
三
百
付
を
も
っ
て
、
大

洲
市
教
育
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
も
と
よ

り
、
浅
学
無
才
、
偉
大
な
足
跡
を
残
さ
れ
た

歴
代
教
育
長
の
後
を
受
け
て
、
市
民
の
皆
様

の
ご
期
待
に
そ
い
得
る
か
ど
う
か
、
不
安
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

教
育
が
国
の
お
お
も
と
で
あ
る
こ
と
は
、

昔
も
今
も
変
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
教
育
の

現
状
出
、
幾
多
の
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。

教
育
は
、
人
間
が
人
聞
を
人
間
に
育
て
る
営

ずおお一 (3)一一広報

の
承
認
を
得
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

。
大
槻
幹
雄
氏
の
略
歴

O

住

所
生
4
月
日

昭
和
9
年

。
ロ
年

。
お
年

昭
和
ぬ
年

昭
和
日
年

'

円ペ

.ya-

4

5
勾

教
育
長

大
洲
市
大
洲

一
O
O三
番
地

大
正
六
年
三
月
二
日
生

県
立
大
洲
中
学
校
卒

官
立
京
城
師
範
学
校
卒

平
野
中
学
校
教
諭
に
就
任

こ
の
後
、
柳
沢
中
、
平
野
小
、

大
洲
中
、
大
洲
南
中
を
歴
任

上
須
戒
小
学
校
長
に
就
任

こ
の
後
、
久
米
小
、
喜
多
小
学

長
を
歴
任
。
こ
の
問
、
大
洲
市

校
長
会
長
に
就
任

退
職

大
洲
市
立
博
物
館
長
に
就
任

大
槻

幹
雄

み
で
あ
り
ま
す
口
そ
の
た
め
に
は
、
学
校

・

家
庭

・
社
会
教
育
の
三
者
が

一
体
と
な
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

顧
み
て
、
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
無
い
か
、

謙
虚
に
現
状
を
反
省
し
、
そ
の
上
に
立

っ
て

諸
般
の
施
策
を
進
め
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。誠

意
を
も
っ
て
、
職
手
乞
果
た
す
骨
格
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
九
月
三

十
日
以
前
に
契
約
さ
れ
て

い
た
小
作
地
は
、
こ
れ
ま

で
H

統
制
小
作
料
H

制
度

に
よ
り
、
国
が
最
高
額
を

統
制
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
十
月

一
日
か
ら
は
、

す
べ
て

H

標
準
小
作
料
H

制
度
と
な
り
、
当
事
者
間

の
話
し
合
い
に
よ
り
小
作

料
の
傾
を
決
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
事
者
間
の

円
満
な
合
意
に
よ
り
適
正

な
小
作
料
が
定
め
ら
れ
る

よ
う
次
の
こ
と
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

一
、
統
制
小
作
料
の
期
限
切
れ
の
趣
旨

H

統
制
小
作
料
H

の
則
限
切
れ
は
、
小
作

料
の
傾
が
当
事
者
双
方
の
話
し
合
い
で
定

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
、
そ
の
他

の
小
作
契
約
事
ぱ
は
当
然
消
滅
す
る
も
の

で
は
な
く
、
従
来
の
と
お
り
で
す
。

二
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
小
作
料

一
般
に
農
地
の
利
用
関
係
は
、
年
単
位

で
あ
り
そ
の
小
作
料
は
、
主
産
物
の
作
付

前
に
そ
の
傾
が
決
め
ら
れ
、
収
砲
後
に
支

払
わ
れ
る
の
が
通
常
で
す
。
し
た
が

ヮ
て
、

昭
和
五
十
五
年
分
の
小
作
料
に
つ
い
て
は

従
来
の
契
約
で
定
め
ら
れ
た
額
(
統
制
小

作
料
)
と
し
、
実
抗
的
に
は
昭
和
五
十
六

年
か
ら
の
小
作
料
に
つ
い
て
改
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
、
小
作
料
の
改
定
に
つ
い
て

今
後
改
定
す
る
小
作
料
の
額
は
、

当
事

者
間
で
十
分
話
し
合
い
を
さ
れ
、
農
業
委

以
会
が
定
め
て
い
る
標
準
小
作
料
と
比
べ

て
適
正
な
傾
を
双
方
合
意
に
よ
り
定
め
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
事
者
間
で
小
作
料
の
傾
を
改

定
さ
れ
た
均
合
は
、
農
地
法
の
定
め
に
よ

り
変
更
後
の
小
作
料
を
記
載
し
た
賃
貸
借

契
約
書
を
作
成
し
、
市
農
業
委
員
会
へ
通

知
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
元
の
農
業
委

μさ
ん
か
市
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
家
庭
を
表
彰

市
で
は
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、

年
間
を
通
じ
て
全
員
が
健
康
に
恵
ま
れ
た
無

受
診
世
帯
を
、
毎
年
表
彰
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
四
年
の
該
当
二
六
九
世

帯
に
対
し
、
こ
の
ほ
ど
、
さ
さ
や
か
な
記
念

品
を
贈
り
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

国
保
事
業
は
、
加
入
者
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
、
市
民
生
活
に
貢
献
し
て
い
ま
す
が
、
最

近
で
は
、
給
付
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
加

入
者
の
負
担
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内

存
を
み
ま
す
と
、
み
な
さ
ん
の
注
意
に
よ
っ

て
、
節
約
で
き
る
と
思
わ
れ
る
経
費
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
表
彰
を
機
に
、
加
入
者
全
員
の
方
が

医
療
費
に
関
心
を
も
た
れ
、
事
業
が
健
全
に

運
営
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

用

土也

生
活
道
路
の
新
設
又
は
改
修
を

実
施
す
る
事
業
に
う
き
、
市
長

が
適
当
と
認
め
る
も
の
。

事
業
に
必
要
な
用
地
は
、
地
元

で
制
達
し
、
工
事
費
に
つ
い
て

補
助
を
し
ま
す
。

市
の
査
定
し
た
当
該
事
業
費
の

十
分
の
七
以
内
。

生
活
道
路
改
良
事
業
補
助
制
度
を
創
設

生
活
環
境
の
整
備
と
福
祉
の
増
進
を
阿
る

た
め
、
こ
の
た
び
市
単
独
事
業
と
し
て
、
「
生

活
道
路
改
良
事
業
補
助
制
度
」
を
新
設
し
、

九
H
議
会
に
必
安
な
予
算
を
計
上
、
十
月
三

日
か
ら
実
路
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
お
も
な
内
存
は
次
の
と
お
り

で
す
。

適
用
範
岡

集
落
内
戸
数
は
原
則
と
し
て

戸
以
上
の
方
が
、
道
路
幅
員
が

一一一

m
以
上
、
延
長
は
お
お
む
ね

五
O
m
以
上
二
O
O
m未
満
の

甫

力

5

・予

B
者

詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
で
は
、
市
建
設

課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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れ
て
、
滅
菌
等
の
正
常
化
に
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
。

こ
の
契
約
を
せ
ず
無
契
約
で
設
置
し
、
い

わ
ゆ
る
垂
流
し
の
状
態
の
家
庭
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
も
し
、
無
契
約
の
場
合
は
、
近

隣
へ
の
迷
惑
を
考
え、

早
急
に
管
理
セ
ン

タ
ー
と
相
談
の
う
え
契
約
を
行
っ
て
下
さ

管
理
セ
ン
タ
ー
の
定
則
検
査
を
通
じ
、
浄

化
槽
に
欠
陥
を
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
施

設
の
改
善
を
早
急
に
行

っ
て
下
き
い
c

O
畜
産
業
排
水
等
の
土
地

還
元

家
畜
な
ど
の
ふ
ん
、
尿

は
放
置
し
な
い
で
、
特

定
の
州
場
所
に
推
柏
し
発

川

酔
さ
せ
、
有
機
質
肥
料

k

と
し
て
、
土
壌
に
辺
元

ー

し
て
地
力
の
増
強
に
努

の

め
て
下
さ
い
。

下

O
河
川
の
富
栄
養
化
防
止

生
活
排
水
に
残
飯
等
の

混
入
す
る
比
も
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
の
で

家
庭
で
は
、
流
し
ム
ハ
排

水
円
、
ま
た
は
、
マ
ン

ホ
ー
ル
通
水
円
に
綱

(

ミ
リ
日
程
度
)
等
を

おお

県
、
大
洲
市
を
は
じ
め
関
係
十
二
市
町
村

E

が
中
心
と
な
り
結
成
し
た
「
肱
川
を
き
れ

広

い
に
す
る
協
議
会
」
で
は
、
汚
染
が
進
行
し

魚
類
等
の
生
息
に
も
影
響
を
う
え
で
い
る
肱

川
を

H

清
流
肱
川
H

に
か
え
す
た
め
、
み
な

さ
ん
方
に
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

O
し
尿
浄
化
槽
の
正
し
い
同
量

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
家
庭
が
多
く
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー
と
管
理
契
約
を
さ

一一一一一II({和55年10)J 20 11 

山域

郵
便
貯
金
は
、
国
民
の
経
済
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
つ
つ
堅
実
な
歩
み

を
続
け
て
お
り
、

一
世
紀
を
経
た
今
日
、
貯

蓄
の
現
在
高
が
五
三
兆
円
を
超
え
る
ま
で
に

成
長
し
て
い
ま
す
。

こ
の
郵
便
貯
金
と
し
て
預
け
ら
れ
た
資
金

は
、
国
の
財
政
投
融
資
の
主
要
な
資
金
と
し

て
、
国
民
の
福
祉
の
向
上
と
社
会
資
本
の
充

実
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
豊
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
」
を

築
い
て
い
く
上
で
、
郵
便
貯
金
の
果
た
す
役

ト

6
5戸
白

P
H
e
r
e
z〆ム
お
ム
古
川
、z
re
Fム
み
F
J
gvF
沿
い、

Z
X
6
z
e
rvh
向。
zrFゐ
X弘
X冶
草
月
白
尚
・9

H
凶

d
y
r
n
u
p
p目
司
面

uq

羽
化
4
句
作
ヌ

-
d
c
w注
目
同
U

私
た
ち
が
豊
か
な
生
活
を
送
り
、
住
み
よ

い
街
を
つ
く
る
た
め
に
税
金
は
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
、

公
立
学
校
の
建
設
、
道
路
や
住
宅
の
建
設
、

環
境
の
整
備
な
ど
l
i
l
i
--
。

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
分
肝
で
役
立
っ
て
い

る
税
金
は
、
私
た
ち
が
よ
り
豊
か
で
安
定
し

た
生
活
を
望
む
と
き
、
社
会
の
一
員
と
し
て

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
会
費
」
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

ト

一
月
十

一
円
か
ら
十
七
円
は
「
税
を
知

る
週
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
芥
し
に
役
立

っ

て
い
る

H

税
金
H

に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解

し
た
い
も
の
で
す
。

ご
存
知
で
す
か
?
無
料
税
務
相
談

税
金
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
お
ら
れ
ま

設
置
し
、
物
質
の
流
失
を
防
い
で
く
だ
さ

い
。
洗
剤
に
つ
い
て
は
、
無
リ
ン
洗
剤
、

粉
石
け
ん
の
使
用
に
つ
と
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
河
川
の
栄
養
化
防
止
に
な
り
ま

す
。

O
住
民
活
動

家
庭
か
ら
生
じ
る
ゴ
ミ
で
、
河
川
を
汚
さ

な
い
、
捨
て
な
い
、
流
さ
な
い
が
大
切
で

あ
り
、

地
域
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
推
進
を
行
い
、
河
川
の
美
化
に
つ
と

め
て
、
住
み
よ
い
街
ず
つ
く
り
に
協
力
し
ま

し
ょ
-
フ
。

十
月
は
郵
便
貯
金
月
間

竹
月
刊
日
j
刊
日

せ
ん
か
。

そ
ん
な
時
、
税
金
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る

H

無
料
税
務
相
談
H

を

大
洲
市
に
お
い
て
も
、
毎
月

一
凶
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十

一
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と

き

日

月

初

日

嗣

叩

時

1
日
時

と
こ
ろ
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
高
訟
国
税
局
税
務
相
詮
呈

わ
V
i

割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま

す
の
で
、
郵
政
省
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
を

H

郵
便
貯
金
月
間
H

と
し
、

郵
便
貯
金
に
対
す
る
一
層
の
御
理
解
と
御
支

援
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す。

ユ
ま
ず
加
入
雇
用
保
障
の
第
一
歩
」

「
雇
用
保
険
全
面
加
入
促
進
月
間

L

雇
用
労
働
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
目
的
で

保
険
法
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
労
働
者
を

一
人
で

も
雇
用
し
て
い
る
事
告
ポ
所
に
あ
っ
て
は
、
全

て
雇
用
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

十

一
月
を

H

雇
用
保
険
全
面
加
入
月
間
H

と
定
め
、
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

c

つ
く
り
の
た
め
に
も
、
ま
た
人
材
確
保
の
た

め
に
も
、
雇
用
保
険
に
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い

な
い
事
業
所
は
、
こ
の
際
、
も
れ
な
く
加
入

す
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
加
入
手
続
等
に
つ
き
ま
し
で
は
、

公
共
職
業
安
定
所
、
ま
た
は
、
最
寄
り
の
商

工
会
議
所
、
商
工
会
等
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

第
二
回
あ
り
が
と
う
運
動

商
工
会
議
所
青
年
部
会
で
は
、
六
月
の
好

評
に
引
き
続
き
十
月

一
杯
、
第
二
回
あ
り
が

と
う
運
動
を
実
施
中
で
す
。

今
日
出
は
、H
ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
H

を
テ
ー

マ
に
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
九
月
十
八
日
に
大

洲
市
民
会
館
に
・
お

い
て
、
近

田
市
長
、
小
泉
市
議
会
議
長

会
員
な
ど
干
名
あ
ま
り
が
出

席
し
て
、
第
十
七
回
大
洲
市

第 17回大洲市老人クラブ大会

耳慣行路末期1帯電人ヲヲア式全
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老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
急
速
に
進
行
す
る
老
齢
化

社
会
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
、
社
会

の
要
望
に
応
え
る
老
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て

を
主
テ
ー
マ
に
し
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
当
日
表
彰
式
を
行
い
、
次
の
点

々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
長
表
彰

老
人
福
祉
功
労
者

久
保
田
寿
太
郎

(
喜
多
山
)

大
門
市
勝

(蔵
川
)

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

田
処
天
寿
会

肱
北
長
寿
会

松
尾
寿
会

ね
た
き
り
老
人
優
良
介
護

者

ら古 池
h j||lu 
b I、 ー、i!i

モ j三

二L 戸「

( 新
新符
併

矢
肝
佳
子
(
新
谷
)
大
隅
ダ
イ
(
中
村
)

久
保
春
子
(
皇
子
山
)
栗
田
恵
子
(
黒
木
)

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

主
人
一伺
祉
功
…
万
者
矢
野
正
之

(菅
凹
)

川
崎
良
主
人
ク
ラ
ブ
蔵
川
第
二
れ
寿
会

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

三
瀬
-
友
(
パ
郎
)
上
回
信
子
(
平
肝
)

阿
岡
.

(阿
蔵
)

山
下
富
好
(
森
山
)

一
一宮
武

一
(
稲
柏
)
坂
本
良
(
長
谷
)

森
井
茂
(
粁
一
日
)
森
元
勝
久
美
(
平
貯
)

ま
た
、
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は

市
内
花
住
で
じ
十
歳
の
方
に
、
老
人
カ
バ
ン

が
州
ら
れ
ま
し
た
。

近
川
市
長
の

H

老
齢
化
社
会
へ
の
途
H

と

題
し
た
記
念
講
演
の
あ
と
全
体
会
に
移
り
、

前
大
会
経
過
報
告
、
ク
ラ
ブ
活
動
発
宍
、
昭

和

ιト
ド
九
年
度
の
い
巾
老
連
の
重
点
目
標
の
保

択
、
大
会
宣
言
を
決
議
し
て
、
盛
況
の
う
ち

に
大
会
を
終
り
ま
し
た
。

人
権
を
守
る
た
た
か
い

お

昭
和
八
年
、
高
松
地
方
裁
判
所
は
「
部
落

3
民
は
、
結
婚
に
さ
い
し
て
自
分
の
身
分
や
職

J

業
を
相
手
に
知
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

報

自
分
の
身
分
を
相
手
に
知
ら
さ
ず
結
婚
す
る

ー

の
は
、
犯
罪
で
あ
る
。」
と
し
て
部
落
の
青
年

一

を
有
罪
に
し
ま
し
た
。
部
落
の
人
々
は
怒
り

刊
に
燃
え
ま
し
た

。
こ
れ
で
は
、
封
建
時
代
の

の
身
分
差
別
を
再
び
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。全

国
水
平
社
は
た
だ
ち
に
糾
弾
点
針
を
た

て
ま
し
た
。
部
落
ご
と
に
、
差
別
裁
判
糾
弾

闘
争
委
員
会
を
つ
く
り
、
全
国
的
な
活
動
に

も
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

八
月
に
全
国
部
落
代
表
者
会
議
を
開
き
、

差
別
裁
判
と
り
消
し
の
訪
即
行
進
を
す
る
こ

凶

pt‘PL
A
h
A
Z
M
'何・
ド
白

eeト匹
、
ト
4
氏
再
戸
長
、
ト
L
止
L
h
dv内
F
RP

と
に
決
め
ま
し
た
。

九
月
一
目
、
九
州
か
ら

山
発
し
て
い
黒
岩
手
で
の
一

、
二
0
0キ
ロ
の

前
版
行
進
を
行
な
い
、
代
表
は
司
法
大
臣
に

面
会
し
て
、
差
別
判
決
の
撤
廃
を
要
求
し
ま

し
た
。

こ
の
と
き
、
雲
般
の
解
放
運
動
の
先
駆
者

も
数
多
く
参
加
し
、
ね
ば
り
強
い
た
た
か
い

の
結
果、

誤
り
を
認
め
さ
せ
、
部
落
の
青
年

は
釈
放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
件
を
き

っ
か

け
に
、
解
放
運
動
は

一
段
と
も
り
上
が
り
ま

し
た
。

つ
づ
く

通

現
在
、
わ
が
国
に
は
、
固
い
持
率
や
以
生

年
金
、
各
種
共
済
組
合
な
ど
八
つ
の
「
公
的

年
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
国
民

の
だ
れ
も
が
、
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加

入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
の
笠
在
、
職
域
な

ど
に
よ

っ
て
い
く
つ
か
の
制
度
に
分
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、

一
つ
の
制
度
の
加
入
則
間
だ

け
で
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
資

情
則
問
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
山

て
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
会
社
勤
め
か
ら
商
府
統
計
な

ど
に

H

転
職
H

し
た
よ
う
な
場
合
、
以
生
年

金
と
国
民
ノ
去
五
の
二
つ
に
加
入
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
則
川
は
勾
く
、

そ
の
た
め
に
、
ど
ち
ら
の
制
度
か
ら
も
老
齢

年
金
を
受
寸
ら
れ
な
い
人
が
出
て
く
る
の
で

す
c

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
の
が
、
通
算
老
齢
去
五
の
制
度
で
す
。

犬
は
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

十
月
は
、
「
犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間
」

で
す

D

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、次
の
こ
と
を

守
っ
て
、
正
し
い
飼
い
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。 算

老

齢

年

金

つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
加
入

期
間
J
Y}合
什

(通
算
)
し
て

一
定
期
間
以
上

あ
れ
ば
、
通
算
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

通
算
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

①
国
民
芸
の
保
険
料
を
納
め
た
期
閉
ま
た

は
免
除
を
受
け
た
期
間
と
他
の
公
的
年
金

の
加
入
期
間
の
合
計
が
二
十
五
年
以
上
あ

る
こ
と
。

⑦
国
民
去
最
外
の
公
的
年
金
の
加
入
期
間

の
合
計
が
二
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
会
社
や
官
庁
な
ど
を
や
め
ら
れ
た

が
、
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間
の
な
い
人
は

六
十
歳
前
な
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。な

お
、
支
給
開
始
は
原
則
と
し
て
六
十
五

歳
か
ら
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
民
課
国
民

年
金
係
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

-
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

0

・
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
要
な
犬
は
買
い
上
げ
ま
す
の
で
、
市
保

険
衛
生
課
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

-
飼
い
犬
は
、
適
正
な
飼
育
管
理
を
し
、
犬

に
よ
る
迷
惑
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

犬
は
厳
し
く
し
つ
け
、
犬
の
鳴
き
声
で
近

所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、フ
0

・
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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わ
た
し
の
公
民
館
活
動

う
と
思
い
な
が
ら
、
山
を
下
り
育
成
園
に
行

き
ま
し
た
。
大
洲
の
行
き
州
り
に
は
、
よ
く

通
り
ま
す
が
、
最
初
の
訪
問
で
し
た
。
入
る

と
、
生
徒
さ
ん
か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
、
こ
ん

に
ち
は
」
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
園
で
は

肝
菜
、
椛
茸
を
栽
培
し
、
園
や
給
食
セ
ン
タ

ー
で
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ブ

ロ
ッ
ク
造
り
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
侍
安

で
販
売
し
利
用
者
も
多
い
よ
う
で
す
。

護
諮
老
人
ホ
l
ム
と
み
す
寮
も
、
は
じ
め

て
で
す
。
こ
こ
に
は
、
独
自
の
微
笑
室

(び

し
よ
う
し
つ

・
霊
安
室
)
、
続
た
ま
ま
入
浴
で

き
る
浴
室
が
あ
り
ま
す
。
各
部
屋
に
は
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
が
備
え
ら
れ
、
一
泌
た
き
り
の
お
年

寄
り
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
の
行
事
な
ど
が
ビ

デ
オ
で
楽
し
め
る
そ
う
で
す
。
行
き
届
い
た

施
設
の
中
で
、
何
不
向
由
の
な
い
生
活
を
送

っ
て
お
ら
れ
る
亭
フ
で
し
た
。

最
後
に
老
人
福
祉
や
保
健
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
が
、
気
軽
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
配
慮
さ
れ
て
お
り

感
心
し
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
教
室
に
始
め
て
参
加
し
て
、

伊
予
の
小
京
都
と
い
わ
れ
る
大
洲
の

一
市
民

で
あ
る
こ
と
を
、
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
名
所
や
福
祉
施
設
の
あ

る
こ
と
を
、
改
め
て
知
り
、
内
百
聞
は

一
見
に

し
か
ず
H

の
感
を
強
く
し
ま
し
た
。

大
洲
の
良
さ
を
再
認
識
で
き
た
意
義
あ
る

一
日
で
あ

っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
次
の
機
会

も
是
非
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅

田

公

民

館

長

矢

野

寿

春

洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
の
「
第
図
っ
て
い
ま
す
。

二
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
実
態
調
査
の

ま

二

、
公
民
館
報
の
発
刊

と
め
」
の
中
で
、H
あ
な
た
が
住
ん
で
い
る
地

情

報

化

時

代

に

対

応

し

、
事
業
活
動
の

区
を
ど
う
思
い
ま
す
か
?
'
の
設
問
に
対

し

大

要

を

一
般
に
周
知
し
、
住
民
の
意
識
を

て
、
菅
団
地
区
で
は

「
住
み
よ
い
(
六
十
五
聞
く
た
め
に
、
年
二
回
発
刊
し
各
戸
に
配

%
)
」「
ま
あ
ま
あ

(十
九
%
)
」
と
八
十
四
%
布
し
て
い
ま
す
。

の
人
が
ほ
ぼ
満
足
し
て
い
ま
す
。

三

、
社
会
体
育
の
振
興

菅
田
は
島
山
村
で
す
の
で
、

川

町

民
体
育
大
会
の
開
催

O
農
林
業
の
振
興
、
こ
と
に
経
営
の
改
善
合
間
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

理
化
に
よ
っ
て
豊
か
な
経
済
力
を
持
つ
こ
印
マ
マ
さ
ん
パ
レ
ポ
l
ル
大
会
の
開
催

と
。

そ
し
て
、
今
年
は
、
青
年
団
ソ
フ
ト
ポ

O
潤
い
の
あ
る
家
庭
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
社

l
ル
チ
l
ム
が
、
大
洲
市
大
会
、
愛
媛
県

会
生
活
環
境
を
整
え
、
人
と
人
と
の

親

善

大

会

で

優

勝

し

十
月
十
八
日
、
十
九
日
の

融
和
を
図
る
こ
と
。

四
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

O
菅
田
の
歴
史
伝
統
を
学
び
、
近
隣

相

携

え

た

。

て
人
♂つ
く
り
里
づ
く
り
に
励
む
こ
と
。

四
、
文
化
活
動

こ
の
目
標
を
基
に
公
民
館
活
動
を
展
開
し
川
町
内
盆
踊
大
会
の
開
催

て
い
く
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

間
吟
一崎

氏

踊
、
生
花
ク
ラ
ブ
お
よ
び
読

公
民
館
は
地
域
住
民
と
の
接
点
で
あ
り
、

書
グ
ル
ー
プ
の
活
動

生
涯
教
育
、
社
会
教
育
の
場
で
あ
り
ま
す
。

五
、
第
二
回
ふ
る
さ
と
祭
り
の
開
催

地
域
の
人
々
の
声
を
聞
き
、
そ
の

意

図

に

対

十

一
月
二
十
三
日
に
開
催
し
ま
す
。

し
て
活
動
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
事
業
の
大
要
は
、

、
各
種
学
級
の
活
動

家
庭
教
育
、
青
年
、
ひ
ま
わ
り
若
妻
、

婦
人
、
高
齢
者
、
同
和
教
育
の
各
学
級
の

学
習
に
つ
い
て
は
、
企
画
と
運
営
を
極
め

各
受
講
者
の
盛
り
上
る
思
考
に
よ

っ
て
、

護
憲
宣
言
、
自
治
活
動
の
効
率
化
を

おお広報

「
目
で
見
る
市
政
教
室
」

に
参
加
し
て

蔵

川

婦

人

会

新

口

昌

子

所
前
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
ま
ず
臥
龍

山
荘
に
行
き
、
き
れ
い
な
石
積
を

一
歩

一
歩

踏
み
し
め
て
上
り
、
飛
び
石
や
、
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
庭
に
う
っ
と

り
し
ま
し
た
。
微
妙
に
細

工
さ
れ
た
建
物
は
、
素
朴

で
、
風
情
あ
る
た
た
ず
ま

い
に
、
た
だ
驚
き
、
目
を

見
張
る
ば
か
り
で
し
た
。

次
に
冨
士
山
に
登
り
ま

し
た
。
何
年
か
前
、
登
っ

た
時
は
、
道
路
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

今
は
す

っ
か
り
舗
装
さ
れ

き
れ
い
な
道
路
な
っ
て
い

ま
し
た
。
花
の
時
期
寺
り

ど
ん
な
に
か
き
れ
い
だ
ろ

九
月
十
日
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
目
で
見
る
市
政
教

室
」
第
一一一
コ
l
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
市
役

臥龍山荘での蔵川婦人会の皆さん

以
上
が
、
事
業
活
動
の
大
要
で
す
が
、
要

は
、
菅
田
の
地
域
特
性
を
生
か
し
て
、
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
、
く
ら
し
の
豊
か
立
人
間

性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
健
康
で
幸
せ
に
暮
せ
る

郷
土
、
つ
く
り
の
た
め
に
公
民
館
は
そ
の
使
命

達
成
に
全
力
投
球
を
惜
し
ま
ず
、

最
善
を
尽

す
考
え
で
す
。

一一一一一li(jf1l551ド10!J 20 11 



商
工
ま

F

つ
り

実
り
の
秋
を
迎
え
、
恒
例
の

H

商
工
ま
つ

り
H

が
、
十

一
月

一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
市
、

商
工
会
議
所
等
の
主
催
で
、
華
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

第
三
十
四
回
を
か
ぞ
え
る
今
年
は
、
お
祭

り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
昨
年
制
定
し
た

大
鼓
に
よ
る
祭
磯
子
「
羅
漢
ば
や
し
」
を
さ

昭和55年10H2011-一一一一

第33回商工まつり行事表
大洲商工会議所

ずおお一 (7)一広報

行
月
1
日
;
3日

H

文
化
展
を
開
催
H

ら
に
充
実
さ
せ
、
若
者
を
中
心
に
し
た
、
練

込
ば
や
し
で
街
を
祭
り
ム
ー
ド

一
色
に
包
み

込
ん
で
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
恒
例
と
な

っ
て
い
る
「
大
洲

ば
や
し
」
街
中
パ
レ
ー
ド
等
の
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

H

商
工
ま
つ
り
H

期
間
中
の
十

一
月
二
日

か
ら
凶
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

洋
画
、
日
本
画
、
占
道
な
ど
の
力
作
を
展
示

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月 日 時 間 1f 事 場 所

11月1日 11.00 神事、開幕式 会議所会議室

11月1日 12.00~ 商庖街宣伝車パレード 市、郡内近郊一円

10月28日~ 9 . 00~20 . 0。 菊花展 市民会館広場
11月4日

11 月 2 ~ 3 日 9 . 00~17 . 0。 消費生活展 市民会館第 1会議室

11 月 2 ~3 日 9 . OO~ 17.00 観光展 市第二民会会館議室ロビー

11 月 2 ~3 日 9 . 00~ 17. 00 物産展 市民会館中ホール

11 月 2~3 日 9.00~ 17 . 0。 書 道 展 市民会館ロビー

11月1~ 5日 9 . 00~ 18 . 00 植木展 肱北河原

11 月 2~4 日 9. OO~ 17.0。文 化 展 中央公民館図書館

11月3日 10. OO~ 12.00 子供みこし 市中

11月3日 1 2 . 00~15 . 00 八幡神社みこし 市中

11月2日 13.30~ 1 5 . 0。 大川|ばやし 市民会館広場 ・市中

11月2日 15 . 30~ 17 . 00 羅漢ば‘やし 市中

11月2日 15. OO~ 15.30 臥龍太鼓 市民会館広場

11月5日 9. 30~ 15.00 親善ゴル7大会 大洲ゴルフ場

子
供
を
受
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

大
~II'I 

3 

交
通
事
故
は
一
瞬
に
し
て
、
か
け
が
え
の

な
い
子
供
の
命
を
奪
っ
た
り
、

一
生
治
癒
で

き
な
い
傷
を
残
し
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

母
と
し
て
、
妻
と
し
て
地
域
の
母
親
が

一
致

協
力
し
て
交
通
安
全
に
関
心
を
持
ち
、
家
庭

の
安
全
を
侭
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
交
通

ま
ご
こ
ろ
銀
行
配
分
決
定

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預
り
し
ま
し
た
善

意
の
ま
ご
こ
ろ
預
託
金
(
寄
付
金
、
香
典
返

し
等
)
は
、
去
る
九
月
十
二
日
ま
ご
こ
ろ
銀

行
運
営
釆
頁
会
に
・お
い
て
、
次
の
と
お
り
配

分
先
及
び
配
分
金
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

、
施
設
大
洲
学
園
(
大
型
洗
濯
機
及
び

乾

燥

機

)

七

十

万

円

、
施
設
、
と
み
す
寮
(
吸
引
波
マ
ツ
セ
ル

器
キ
ャ
リ
ー
チ
ェ
ア
)
七
十
万
円

「
母
の
会
」
開
く

安
全
母
の
会
」
の
理
事
会
が
、
九
月
十
二
日

に
市
民
会
館
に
で
、
近
田
大
洲
市
長
、
川
添

大
洲
警
察
署
長
、
理
事
四
十
名
な
ど
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
度
の
事
業
実
施
報
告
の
あ

と、

A
7年
度
の
事
業
計
画
が
審
議
さ
れ
、
子

供
の
命
を
守
る
た
め
に
、
母
親
が
家
庭
で
、

地
域
で
中
心
と
な
り
各
種
行
事
を
実
施
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
大
洲
交
通
安
全
協
会
職
員
よ

り
、
街
頭
指
導
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
子

供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
運
動
の
展
開
に
つ

い
て
熱
心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に

入
沢
由
紀
子
さ
ん
(
大
洲
小
)
、
副
会
長
に
泉

宣
江
さ
ん
(
大
洲
幼
稚
園
)
、
金
貯
シ
カ
エ
さ

ん
(
南
中
)
、
神
山
寿
子
さ
ん
(
北
中
)
を
選

出
し
ま
し
た
。

一
、
市
内
の
七
十
才
の
ぞ
人

(
老
人
カ
バ
ン

二
百
九
十

一

名

三

十
九
万
円

一
、
地
区

社

協

活

動

費

百

万

円

一
、
父
子
家
庭
児
童
援
護
費
三
十
万
円

一
、
難

聴

者

対

策

費

十

八

万

円

一
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
活
動
費
二
十
万
円

一
、
児
童
遊
園
地
補
修
費

三
十
万
円

一
、
各
種
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
費

五
十
万
円

一
、
交
通
安
全
協
会
助
成
費

(
母
の
会
タ
ス

キ

作

製

)

十

三

万

円

合
計
四
百
四
十
万
円

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
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H

灯
火
親
し
む
候
H

おお広報

H

灯
火
縦
し
む
候
H

の
怠
昧
を
先
生
が
聞

い
た
と
こ
ろ
「
受
験
勉
強
追
い
込
み
の
シ
ー

ズ
ン
」
と
伊
合
え
た
中山
一
一
ナ
生
が
い
た
と
か
。

あ
る
制
査
に
よ
り
ま
す
と
、
H
M
近

一
年
間

の
日
本
人
の
説
占
時
間
は
、

一
日
当
た
り
で

三
十
八
分
か
ら
間
十
五
分
へ
と
七
分
間
用
加

し
た
と
の
こ
と
で
す
。

図

霊童
Eヨ

館

こ
の
よ
う
に
、

匡
以
全
体
と
し
て
は
銃
刀

が
成叫
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る

2

点
で
、
受
験
生

は
テ
キ
ス
ト
と
泌
画
だ
け
、
と
い
う
傾
向
も

引
実
で
す
。

灯
火
の
ド
で
の
説
川
は
秋
の
芥
囲
気
で
す
。

秋
の
涼
し
さ
と
夜
長
が
読
』
に
む
い
て
い
る

か
ら
で
し
ょ
う
。
十
月
二
十
じ
日

1
十

一
月

九
円
は
「
説

A
週
間
」
で
す
。
凶
占
館
に
は
、

秋
の
・佼
長
を
楽
し
む
仰
木
山
が
数
多
く
揃
え

で
あ
り
ま
す
。
時
に
は
、

テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ

チ
を
消
し
て
、
読
いれパ
の
山
本
し
み
を
味
わ

っ
て

下
さ
い
。

今
月
の
新
刊
は
次
の
通
り
で
す
。

シ
ル
ク
ロ

ー
ド
3
巻

井

上

rl1 節水の工夫"v'v'洗車"v'v'

lOeσ)/ くケツなら liJふもあ ~l. l ま 1 -

分ですが、d吃11を、|三分ひね って15
分II:J流し つはなしでi光ったとしますと 、約200eの
水が必~です。

1週間 に 1}立、JJ 41"li先中す るとして 、バケツ
洗いの場介、 ホースiJb、に比べて約600.eの針j/J(に

なります。

水道の故障は次の水道組合ヘ
(日曜・祭日漏水修理)

当 番 目 11萎四iにあたる業者 連絡先

11月 2日 神 旧 鉄 工所 まま 43 一一一一32040142 

11J=J3日 佐藤本道府 まま 43-一-一42614105 

11月9日 清 水水 道商会 H 4 -6232 

11 月16日 中野 菅工事工業 H 4 -3792 

11月23日 浜 HJ ホンフ!山 H 4 -3086 

11月24日 星加| 鉄工所 H 6 -0065 

11月30日 丙 I=FI 小道 Jlj~ H 6 -0265 

12月7日 政 I::H ;J( 道!古 H 4 -5968 
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さ
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※
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。
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目

。
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日
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目

。
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経
口
生
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ワ
ク
チ
ン
投
与

小
児
マ
ヒ
予
防
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リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。
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生
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月
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